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第2特定水産動物育成調査事業

一

了.壁礎条件調査

(i)漁場環境調査

イ、調査方法本育成水面漁場を含む、飯田湾の海底地形、底質、海況、水温、水質等につい
｝

ては､既存の各種調査音料を活用すること鳶し、今回の調査では、これ等調査で未調査の海域で、

且､‘特(号､〃ルマエビ幼稚仔の定着場と目される水深2"以浅部について、 1974年7月26日、

､8月1，日第4図に示す通り、 28点について、スミス、マッキンタイヤ採泥器で採泥し、その試料

(fついて､強熱減赴、粒度組成を分折した。

ロ、飯田湾の地形と底質

津田靖!;､第1℃､:¥図のとおり能登半島先端部の東部側に位置し､珠洲市及び松波町の両市町に
またがっている｡海岸線は､"およそ南北15紘にわたり、ゆるやかに大きく湾曲し、流入中小河川

､ I , if

9本皆と’もなった起伏の少ない平坦な砂浜海岸が大部を占ている。南端より北端にかけて、赤崎、
：

恋路､谷崎､長手崎の突出部が有り､この部分では､台地が海岸近くまで､せり出して､海岸には、

干出岩が点在する。内陸部には、海岸線にそって国道249号線が通っており、左右に市街地と部

落が点在し、平野部は、田畑となっている。
1）

飯田湾の海底地形は、星野（1970）によると大きくみて、水深変化の多↓旅深30m以浅の

地形と、かなり平坦な地形を示すそれ以深の地形とに分けることが出来る。水深30m以浅には、
ご･・

第2図のとおり､いくつかの砿がみられる｡北から.白蝋善助の大沢瀬､ﾀｶﾈ､天保礁等がある｡

北部の白磁は、一種の沈水尾根とも言うべきもので､飯田町の前面より南東に広く発達する水深,0

m等深線の延長にある｡飯田湾の底質分布は､第3図に示すように梅嶬地形に応じ著しく不規則で
ある。

、 了 ， 、

また星野（1970）は飯田湾の底質分布について､次のように述べている。

岩石:岩石の分布は-.海崖俣纈の露出する岬角の沖合にみられる｡岩石の露出はかなり断片的
､. li;. .

で、砂浜の沖の砂質推積物分布地域の外側に分布する場合と岬角の沖に分布するものがあり、後者
． ， Y 、． ・

の場合は、水深90m以深には分布していない。
鄙 ｡ ＝40

礫：礫がもっとも広く分布しているところは、飯田沖の水深5～i･bmの間の地域で、岩石露出
､ﾛ･●

地域の周辺縁にみられる。なお、部分的には、礫の分布はかなり深いところまでみら,れる。赤崎沖

の沈水尾根の先端では、水深65m付近にも礫が分布している。

砂:砂の分布地域は、 2つに分〈ﾁることが出来る頁＃;口は､海岸近く分布するもので､鶴飼沖の
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